	早稲田大学校友会神奈川県支部大会
早稲田大学校友会神奈川県支部大会は 好天の下　平成２３年１１月２０日（日）県下１４支部の校友、早稲田大学鎌田総長以下ご来賓合せて４００余名をお迎えして　鎌倉プリンスホテル・バンケットホールにて盛大に開催されました。

	大会旗を先頭に、ご来賓、１４支部役員の入場に始まり、大会実行委員長、大江保鎌倉稲門会長による歓迎の挨拶とご来賓紹介に続いて本大会会長の佐藤靖雄神奈川県支部長並びに鎌田薫総長からご挨拶を頂きました。

佐藤大会会長からは、十月に開催された稲門祭が成功裏に終始したこと「ネクスト１２５周年」のプログラムも着々と進んでいる旨のご挨拶がありました。
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　鎌田総長は、３月の東日本大震災に対するお見舞いと被災された学友、校友に対する救援活動としてボランティア活動、義捐金活動など継続実施中の各種救援活動を紹介されました。また今回の大震災とその後の一連の出来事は、わが国の経済、社会に大きな打撃を与えただけでなく、エネルギー対策など地球社会全体に多大な影響を及ぼすことが懸念されているが、早稲田大学は「建学の精神」にのっとり　国際化への対応や新しい時代の要請に応えるべく、「Waseda Next 125」計画にある地球社会における「知の具現」を目指し、挑戦し続ける人材を送り出す新たなビジョン・政策を導きだして行きたいと考えている。早稲田大学が　この歴史的転換期を乗り切る先導的役割を果たすよう更に力強く歩み続けていく所存で校友会皆様のご支援を賜りたいと述べられた。続いて大江会長より鎌田総長へ寄付金贈呈後、白仁副会長の挨拶で第一部終了。

	第二部講演会は早稲田大学大学院公共経営研究科教授　北川正恭講師による講演で演題は「大隈精神で日本を建て直し」。同氏は早稲田大学商学部卒業後　三重県会議員、衆議院議員を経て三重県知事を歴任、選挙に於ける政権公約としてのマニュフェストを提唱、

日本に浸透されましたが、現在は早稲田大学マニュフェスト研究所長を兼任されている。

	講演要旨：

　新しい時代の要請に対して　確固たる信念で立ち向かう必要がある。「環境の変化をどう捕らえ、どう対応すべきか」古いものをより良いものに改善していく努力は勿論日常的に必要だが　現在のように　世界経

済が疲弊し混沌としている環境では　過去のしがらみを断ち切り　集中と選択により新しい目標を作り　確固たる信念で推進する必要がある。それが「大隈精神」イコール早稲田大学建学の理念、即ち進取の精神、

学問の独立、在野の精神である。この「大隈精神」を「自分を写す鏡」として見直すことが必要であると考える。大隈公は　ペリー来航、明治維新、日清日露など激動の
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	時代に生きたが佐賀藩が長崎出島の警備役であったことは　彼の将来に有利な影響を与えたといえよう。藩校弘道館に学ぶが　葉隠れ思想に反発、蘭学を修めた後　米国宣教師フルベッキから英語、新約聖書、米国独立宣言を教られ、大きな影響を受けた。”All men are created equal"（全ての人は平等に生まれている）は彼の言葉で、これが後の早稲田大学建学の理念に繋がっている。新政府では　英国公使パークスとの交渉で手腕を発揮、大蔵卿など要職につき貨幣改革(円貨導入）他文明開化政策を次々に実施するも薩長閥との政争に敗れ下野するも　今後日本の近代化を推進する為には政党政治の実現と人材の育成が不可欠と認識し　小野梓の協力を得て、立憲改進党を結成すると共に　東京専門学校を創設した。建学の理念即ち進取の精神、学問の独立、学問の活用、は今も脈々と生きている。今日現在「情報革命がもたらす　産業革命以上のパラダイムシフトがおきており　これを乗り切れるか否かは　我々世代の決意にかかっている。皆様と情報を共有しつつこの国の行方を見つめて行きたい」と結ばれた。
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アトラクションは　早稲田大学フラメンコ集団による躍動美溢れる舞台を堪能した後　早稲田大学応援部によるチアリーディングの演技と応援部指揮で来賓の鎌倉六大学各校の校歌/応援歌を合唱し、夫々エールを交換しました。続いて　次期県支部大会主管の小田原稲門会　川田正会長へ　大会旗を引継ぎ、同会長よりご挨拶を頂いた。 
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締めくくりは　早稲田大学応援部指揮による　全員参加の早稲田大学校歌斉唱。

『集まり散じて人は変われど　仰ぐは同じき　理想の光」

佐々木脩鎌倉稲門会副会長の締めの挨拶で名残惜しくも閉会となりました。
(文責：杉崎)

	第三部懇親会は　大学、鎌倉在住の六大学、県下稲門会出席者の紹介、谷口邦生校友会常任幹事のご挨拶の後　「武家の古都　鎌倉」ならではの居合道が披露された。本阿弥光次鎌倉居合道協会会長,範士十段（鎌倉

稲門会会員）の無双直伝英信流の居合道。会場は一瞬にして静まり、迫力ある連続技に見とれました。続いて　松尾崇市長の名代としてご参加の兵藤鎌倉副市長が乾杯のご発声とご挨拶「武家の古都・鎌倉」の世界文化遺産への登録について報告がなされました。
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